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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第62期

第２四半期
連結累計期間

第63期
第２四半期
連結累計期間

第62期

会計期間
自 2018年４月１日

至 2018年９月30日

自 2019年４月１日

至 2019年９月30日

自 2018年４月１日

至 2019年３月31日

売上高 （千円） 5,221,975 4,724,857 10,237,662

経常利益又は経常損失（△） （千円） 307,790 △54,572 617,101

親会社株主に帰属する四半期（当期）
純利益又は親会社株主に帰属する四半
期純損失（△）

（千円） 168,376 △34,237 367,649

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 190,705 △99,926 340,504

純資産額 （千円） 3,938,195 3,904,134 4,066,164

総資産額 （千円） 11,950,921 11,540,688 12,101,484

１株当たり四半期（当期）純利益又は
１株当たり四半期純損失（△）

（円） 107.48 △22.09 234.89

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 33.0 33.8 33.6

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 324,105 33,358 964,538

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △226,298 △400,022 △639,415

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △448,472 △46,334 △324,040

現金及び現金同等物の四半期末
（期末）残高

（千円） 1,569,055 1,487,922 1,914,420
 

　

回次
第62期

第２四半期
連結会計期間

第63期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2018年７月１日

至 2018年９月30日

自 2019年７月１日

至 2019年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 54.93 5.63
 

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４　2018年10月１日付けで普通株式10株につき普通株式１株の割合で株式併合を行っております。第62期の期

首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益又は四半期純損失を算定してお

ります。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び関係会社）において営まれている事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。なお、主要な関係会社の異動に関しましては、東高志（香港）有限公司は清算中

のため、同社を第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当四半期連結累計における当社グループの財政状態、経営成績（以下「経営成績等」という）の状況の概要並びに

経営者の視点による当社グループの経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりであります。

なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。
 

(1)　財政状態及び経営成績の状況

(財政状態)

総資産は、前連結会計年度末に比べ560百万円減少し11,540百万円となりました。流動資産は651百万円減少し

5,774百万円となりました。主な要因は、現金及び預金が427百万円、その他に含まれる未収入金が154百万円減少し

たことによるものであります。現金及び預金の減少は前連結会計年度の法人税等の支払、設備代金の支払いによる

ものであります。未収入金の減少は前連結会計年度末の補助金の入金によるものであります。固定資産は、90百万

円増加し5,765百万円となりました。機械装置及び運搬具が156百万円増加、その他に含まれる建設仮勘定が54百万

円減少したことによるものであります。機械装置の減価償却が進みましたが、製作中であった設備が完成し建設仮

勘定から機械装置に振替えたためであります。

負債は、前連結会計年度末に比べ398百万円減少し7,636百万円となりました。流動負債は、前連結会計年度末に

比べて434百万円減少し4,067百万円となりました。主な要因は、未払法人税等が132百万円、その他に含まれる未払

費用156百万円、未払消費税等73百万円がそれぞれ減少したことによるものであります。固定負債は、前連結会計年

度末に比べて35百万円増加し3,569百万円となりました。主な要因は長期借入金の増加48百万円によるもので、設備

代金の購入等にかかる借入であります。

純資産は、前連結会計年度末に比べて162百万円減少し3,904百万円となりました。主な要因は、円高による為替

調整勘定の減少74百万円、配当に伴う利益剰余金62百万円の減少と、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上34

百万円によるものです。
　
(経営成績)

当第２四半期連結累計期間の世界経済は、米国は個人消費が底堅く推移したものの製造業の景況感に陰りが見ら

れ、欧州や新興国においても米中経済摩擦や地政学リスクの影響で減速感が拡がり、特に中国は製造業を中心に停

滞感が強まりました。日本経済は、個人消費は底堅く推移したものの、グローバル経済の減速を背景に製造業で輸

出や設備投資が減少するなどの影響が見られました。当社グループの属する電子部品業界は、前期まで高機能化が

進む通信機器や車載向け電子部品等で好調を維持しましたが、今期は中国における設備投資減やグローバル経済の

減速の影響で全体的に需要が減少しました。

　このような情勢下、当社グループは新たに３車載用電装部品生産ラインを導入し生産力を増強するとともに、営

業活動を強化してまいりました。しかしながら、中国経済減速の影響が直撃した可変抵抗器が大幅減収となったこ

とに加え、車載用電装部品についても既存の接触式角度センサや車載用フィルムヒーターが減少したことから売上

高は4,724百万円（前年同四半期比9.5%減）となりました。

利益面では、新生産ライン立上げに伴う諸費用や生産拠点再編にかかる諸費用が発生したこと、加えて稼働率の

低下から生産工場の損益が悪化したため、営業利益は43百万円（前年同四半期比81.9%減）となりました。また、為

替差損62百万円及び移設関連費用29百万円を計上したため経常損失は54百万円（前年同四半期は307百万円の利益）

となり、親会社株主に帰属する四半期純損失は34百万円（前年同四半期は168百万円の利益）となりました。
　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（イ）可変抵抗器

設備投資関連や電源用向けの需要が大きく減少し、特に中国向け等輸出を中心に売上が伸びなかったため、売

上高は1,609百万円（前年同四半期比16.9%減）となりました。減収の影響に一部製品については生産拠点再編に

伴う稼働ロスも加わりセグメント利益は、234百万円（前年同四半期比25.8%減）となりました。
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（ロ）車載用電装部品

新製品の非接触角度センサ等が増収となりましたが、製造設備費相当分の受領が終了したことによる売上減少

や原材料の見直しによる売上単価引下げ等により車載用フィルムヒーターが減少したことや既存の接触式角度セ

ンサが大幅減となったことから、売上高は3,013百万円（前年同四半期比2.6%減）となりました。セグメント利益

は、減収の影響で97百万円（前年同四半期比48.3%減）となりました。

（ハ）その他

その他部門の売上は、大型設備投資の一巡から設備販売が減少し100百万円（前年同四半期比47.0%減）となり

ました。セグメント利益は減収の影響で17百万円（前年同四半期比56.1%減）となりました。
 

(2)　キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比

べ、426百万円減少し、1,487百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状

況と、それらの要因は次の通りであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは33百万円の資金の増加（前年同四半期

は324百万円の増加）となりました。

主な増加要因は減価償却費263百万円、たな資産の減少額46百万円によるものであります。主な減少要因は税金等

調整前四半期純損失57百万円、売上債権の増加額103百万円、法人税等の支払額144百万円によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは400百万円の資金の減少（前年同四半期

は226百万円の減少）となりました。

主な減少要因は有形固定資産の取得407百万円によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは46百万円の資金の減少（前年同四半期

は448百万円の減少）となりました。

主な増加要因は長期借入金による収入509百万円によるものであります。主な減少要因は長期借入金の返済440

百万円、配当金の支払い60百万円によるものであります。
 

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。
 

(4)　研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における当社グループが支出した研究開発費の総額は209百万円であります。
 

(5)　従業員数

当第２四半期連結累計期間において、著しい変動はありません。
 

(6)　生産、受注及び販売の実績

当第２四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。
 

(7)　主要な設備

①当第２四半期連結累計期間において、新たに確定した重要な設備の計画はありません。

②前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設について、当第２四半期連結累計期間に完成した

ものは次のとおりであります。

会社名
事業所名
（所在地）

セグメントの
名称

設備の内容
総投資額
（百万円）

完了年月

会津コスモス
電機㈱

（福島県
　会津若松市）

車載用電装部品
関連

車載フィルムヒーター
生産設備

181 2019年５月

白河コスモス
電機㈱

(福島県
　白河市)

車載用電装部品
関連

吸気系非接触センサ
生産設備

67 2019年５月
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３ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】
　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,200,000

計 4,200,000
 

　
② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2019年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2019年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,581,250 1,581,250
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数100株

計 1,581,250 1,581,250 － －
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。　
 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2019年７月１日～
2019年９月30日

― 1,581,250 ― 1,277,000 ― ―
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(5) 【大株主の状況】

2019年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

コスモス取引先持株会 神奈川県座間市相武台２丁目12番１号 71 4.64

三菱商事㈱ 東京都千代田区丸の内２丁目３番１号 69 4.45

セコム損害保険㈱ 東京都千代田区平河町２丁目６－２ 47 3.07

㈱三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 43 2.78

㈱岡三証券グループ 東京都中央区日本橋１丁目17－６ 40 2.58

清水　利夫 東京都八王子市 35 2.25

丸　庸夫 山梨県上野原市 21 1.39

㈱りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町２丁目２－１ 21 1.39

コスモス持株会 神奈川県座間市相武台２丁目12番１号 19 1.25

㈱SBI証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 14 0.93

計 － 383 24.76
 

(注)　所有株式数の割合は、小数点第３位を切り捨てて表示しております。

 
(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2019年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 31,000 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,531,000 15,310 同上

単元未満株式 普通株式 19,250 － 1単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  1,581,250 － －

総株主の議決権 － 15,310 －
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式88株が含まれております。
　

② 【自己株式等】

2019年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式）      

東京コスモス電機㈱
神奈川県座間市相武台
二丁目12番１号

31,000 ― 31,000 1.96

計 － 31,000 ― 31,000 1.96
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2019年７月１日から2019年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、藍監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,984,768 1,557,090

  受取手形及び売掛金 ※2  1,865,391 2,040,740

  電子記録債権 ※2  721,474 603,602

  商品及び製品 461,063 447,239

  仕掛品 395,937 384,405

  原材料及び貯蔵品 697,271 650,859

  その他 306,806 98,477

  貸倒引当金 △6,668 △7,531

  流動資産合計 6,426,045 5,774,885

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,347,907 1,312,911

   機械装置及び運搬具（純額） 909,155 1,065,471

   土地 1,715,871 1,715,871

   その他（純額） 762,749 688,061

   有形固定資産合計 4,735,682 4,782,316

  無形固定資産 14,066 16,562

  投資その他の資産 925,689 966,924

  固定資産合計 5,675,439 5,765,802

 資産合計 12,101,484 11,540,688

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※2  702,590 709,604

  電子記録債務 ※2  522,578 491,681

  短期借入金 ※3  1,417,130 ※3  1,411,000

  1年内返済予定の長期借入金 784,263 803,967

  未払法人税等 165,746 33,392

  賞与引当金 155,219 174,302

  その他 ※2  753,801 443,202

  流動負債合計 4,501,330 4,067,151

 固定負債   

  長期借入金 1,696,130 1,744,979

  役員退職慰労引当金 27,070 22,624

  退職給付に係る負債 1,179,783 1,194,081

  再評価に係る繰延税金負債 314,794 314,794

  その他 316,210 292,921

  固定負債合計 3,533,989 3,569,401

 負債合計 8,035,320 7,636,553
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,277,000 1,277,000

  利益剰余金 2,189,118 2,092,870

  自己株式 △46,589 △46,683

  株主資本合計 3,419,529 3,323,187

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 42,548 44,461

  土地再評価差額金 734,519 734,519

  為替換算調整勘定 △71,868 △146,038

  退職給付に係る調整累計額 △58,563 △51,995

  その他の包括利益累計額合計 646,635 580,947

 純資産合計 4,066,164 3,904,134

負債純資産合計 12,101,484 11,540,688
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 5,221,975 4,724,857

売上原価 4,215,227 3,917,529

売上総利益 1,006,748 807,327

販売費及び一般管理費 ※  768,368 ※  764,275

営業利益 238,379 43,052

営業外収益   

 受取利息 714 1,551

 受取配当金 3,989 4,090

 為替差益 82,011 －

 その他 15,568 26,989

 営業外収益合計 102,282 32,630

営業外費用   

 支払利息 14,674 12,746

 為替差損 － 62,704

 移設関連費用 － 29,982

 その他 18,198 24,822

 営業外費用合計 32,872 130,255

経常利益又は経常損失（△） 307,790 △54,572

特別利益   

 固定資産売却益 3,070 504

 投資有価証券売却益 － 70

 特別利益合計 3,070 575

特別損失   

 固定資産除売却損 2,395 99

 投資有価証券評価損 － 2,970

 特別損失合計 2,395 3,069

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

308,464 △57,066

法人税、住民税及び事業税 71,743 28,830

法人税等調整額 68,344 △51,658

法人税等合計 140,088 △22,828

四半期純利益又は四半期純損失（△） 168,376 △34,237

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

168,376 △34,237
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 168,376 △34,237

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 1,066 1,913

 為替換算調整勘定 15,832 △74,169

 退職給付に係る調整額 5,430 6,567

 その他の包括利益合計 22,329 △65,688

四半期包括利益 190,705 △99,926

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 190,705 △99,926
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

308,464 △57,066

 減価償却費 337,422 263,206

 賞与引当金の増減額（△は減少） 19,308 20,084

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 58 1,022

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △6,337 25,694

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △25,679 △4,446

 受取利息及び受取配当金 △4,703 △5,641

 支払利息 14,674 12,746

 投資有価証券評価損益（△は益） － 2,970

 投資有価証券売却益 － △70

 有形固定資産除却損 158 99

 有形固定資産売却損益（△は益） △833 △504

 売上債権の増減額（△は増加） △213,664 △103,596

 たな卸資産の増減額（△は増加） △39,232 46,166

 仕入債務の増減額（△は減少） △142,983 △9,367

 その他 121,577 △154,434

 小計 368,230 36,862

 利息及び配当金の受取額 4,703 5,641

 利息の支払額 △15,019 △13,582

 補助金の受取額 － 149,200

 法人税等の支払額 △33,809 △144,762

 営業活動によるキャッシュ・フロー 324,105 33,358

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △303,216 △407,350

 有形固定資産の売却による収入 43,253 2,686

 投資有価証券の売却による収入 － 1,366

 投資有価証券の取得による支出 △476 △1,692

 その他 34,141 4,967

 投資活動によるキャッシュ・フロー △226,298 △400,022

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △20,323 △6,130

 長期借入れによる収入 529,832 509,000

 長期借入金の返済による支出 △875,902 △440,447

 自己株式の取得による支出 △295 △93

 配当金の支払額 △46,609 △60,532

 リース債務の返済による支出 △35,173 △48,129

 財務活動によるキャッシュ・フロー △448,472 △46,334

現金及び現金同等物に係る換算差額 12,274 △13,498

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △338,389 △426,497

現金及び現金同等物の期首残高 1,907,445 1,914,420

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,569,055 ※  1,487,922
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

（連結の範囲の重要な変更）

東高志（香港）有限公司は清算中のため、同社を第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しており

ます。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

　１　受取手形割引高及び電子記録債権割引高
 

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2019年９月30日）

受取手形割引高 － 千円 － 千円

電子記録債権割引高 16,639 千円 91,811 千円
 

 
※２　前連結会計年度末日は金融機関の休日でしたが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。前

連結会計年度末日満期手形等の金額は、次のとおりであります。
 

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2019年９月30日）

受取手形 9,627 千円 － 千円

電子記録債権 43,020 千円 － 千円

支払手形 1,242 千円 － 千円

電子記録債務 25,339 千円 － 千円

その他（流動負債） 1,044 千円 － 千円
 

 
※３ 当座貸越契約

当社及び連結子会社（会津コスモス電機㈱、中津コスモス電機㈱）においては、運転資金の効率的な調達を行う

ため７金融機関と当座貸越契約を締結しております。

　これらの契約に基づく当第２四半期連結会計期間末の借入未実行残高等は次のとおりであります。
 

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2019年９月30日）

当座貸越極度額の総額 1,924,000 千円 1,808,800 千円

借入実行残高 1,357,130 千円 1,411,000 千円

差引額 566,869 千円 397,800 千円
 

 
(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。
　

 
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
 至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
 至 2019年９月30日)

給料手当及び賞与 294,089 千円 286,335 千円

賞与引当金繰入額 37,455 千円 41,515 千円

退職給付費用 25,647 千円 24,449 千円

役員退職慰労引当金繰入額 8,615 千円 8,273 千円

貸倒引当金繰入額 58 千円 1,022 千円
 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとお

りであります。
　

 
前第２四半期連結累計期間
(自   2018年４月１日
 至   2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
 至 2019年９月30日)

現金及び預金勘定 1,640,483千円 1,557,090千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △71,428千円 △69,168千円

現金及び現金同等物 1,569,055千円 1,487,922千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年９月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年6月26日
定時株主総会 普通株式 46,999 3.00 2018年３月31日 2018年６月27日 利益剰余金

 

 

(注)　当社は、2018年10月１日付で普通株式10株につき普通株式１株の割合で株式併合を行っております。2018年

６月27日定時株主総会決議による１株当たり配当額につきましては、当該株式併合前の実際の配当額を記載

しております。
 

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。
 

３  株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年９月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年6月25日
定時株主総会

普通株式 62,009 40.00 2019年３月31日 2019年６月26日 利益剰余金
 

　

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。
 

３  株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年９月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額可変抵抗器

車載用電装
部品

計

売上高        

  外部顧客への売上高 1,937,929 3,093,514 5,031,444 190,531 5,221,975 － 5,221,975

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － － －

計 1,937,929 3,093,514 5,031,444 190,531 5,221,975 － 5,221,975

セグメント利益 315,775 188,250 504,025 39,358 543,384 △305,005 238,379
 

(注)　１ その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、混成集積回路、生産設備・金型、

各種スイッチ等の事業を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用305,005千円であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
　　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年９月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額可変抵抗器

車載用電装
部品

計

売上高        

  外部顧客への売上高 1,609,910 3,013,952 4,623,862 100,994 4,724,857 － 4,724,857

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － － －

計 1,609,910 3,013,952 4,623,862 100,994 4,724,857 － 4,724,857

セグメント利益 234,164 97,276 331,440 17,286 348,727 △305,675 43,052
 

(注)　１ その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、混成集積回路、生産設備・金型、

各種スイッチ等の事業を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用305,675千円であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
 

項目
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
 至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
 至 2019年９月30日)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失
(△)

107.48 △22.09

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主に
帰属する四半期純損失(△)(千円)

168,376 △34,237

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益又
は親会社株主に帰属する四半期純損失(△)(千円)

168,376 △34,237

普通株式の期中平均株式数(千株) 1,566 1,550
 

(注)１ 当社は、2018年10月１日付けで普通株式10株につき普通株式１株の割合で株式併合を行っております。

前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しておりま

す。

２ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

2019年11月14日

東京コスモス電機株式会社

取締役会  御中

 

　　　藍監査法人
 

指 　定　 社 　員  

公認会計士 関 　端　　京 　夫  
業 務 執 行 社 員  

 

　

指 　定　 社 　員  

公認会計士 小　林　新　太　郎  
業 務 執 行 社 員  

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東京コスモス電

機株式会社の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2019年７月１日から

2019年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東京コスモス電機株式会社及び連結子会社の2019年９月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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